
（別紙）

項 目 意 見 の 要 旨 府 の 考 え 方

、 、１計画全般に関す ○ 食育は、家庭の食生活のあり方に及 □ 食育の推進には 府民一人ひとりが
ること ぶ概念であり、現実に即した取組の推 健全な生活習慣や食生活を実践するこ

進を考える必要がある。 とが大切と考えています。
このため、食育推進計画では、食育
の原点である家庭での取組を基本に、
関係者や関係機関がそれぞれの役割を
果たしていくことで、健全な食生活を
支える環境づくりに努めることとして
います。

○ 食育は、健全な生活を営むための一 □ 計画において、正しい生活リズムと
面であり、健全な生活習慣を身に付け 望ましい食習慣づくりを進めることと
る教育が必要。 しています。

２京都の特色に関 ○ 京都府には、豊かな生産地、伝統あ □ 京都府の様々な特色を生かした食育
すること る観光都市・消費地があり、独特の食 の取組を推進することとしています。

文化を食育に取り入れ推進すること
が、食文化を伝承し、地産地消をすす
めていく上で大切。

３基本理念に関す ○ 『京都の「食」伝承』という表現は □ 食生活の改善も含めた取組を展開す
ること 良いが、旬の素材を活かした行事食や ることとしており、御意見も踏まえ、

おばんざいをおいしいと感じる味覚を 「計画推進のための取組」等の記述を
育むことだけでは狭いので 『京都の 行っています。、
「 」 』 （「 」）食 伝承 の後に 日本型食生活
を補足することが必要。

４取組の方向・関 ○ 「ほんまもん」と出会い、五感で味 □ 御意見も踏まえ、食育の取組を進め
係者の役割に関 わう食育～「食」に感動する機会を作 ます。
すること る取組は大切なことなので、しっかり

と進めてほしい。
○ 「旬の素材を生かした行事食やおば
んざいを中心に、京都の食の伝承をは
かること」はきわめて大切。

○ 食育ネットワークをつくり、みんな □ 食育ネットワークをつくり、関係者
で取り組む食育について、充実してほ ・関係機関、府民グループ等が連携し
しい。 て取組を進めます。

。○ 小さなNPOでは取組に限界がある
NPOと専門職、料理人さんなどを交
えた研究会や実践グループが生まれて
も良い。行政にそのコーデイネートを
お願いする。

○ 関係団体の連携が機能するように、 □ 府がコーディネーター役となり、府
京都府がコーディネーターの役割を果 レベルの関係機関・団体等の連携を進
たしてほしい。 めたいと考えています。

また、各地域における学校、保育所
、 、 、等 食育を進めるグループや 市町村
府の地域機関の連携も進める必要があ
り、市町村・保健所の栄養士や学校の
栄養教諭などそれぞれの地域で適任の
方に企画・調整役になっていただき、
連携の取組が進むような状況もつくっ
ていきたいと考えています。

○ 電子媒体の活用では、京都府のホー □ 御意見も踏まえ、具体的な取り組み
ムページに 「食育推進」のサイトを の中で検討します。、
設け、関係団体の活動がいつでも交流
できるようにリンクやメールマガジン
の配信など、タイムリーな情報提供が
できるようにすすめてほしい。
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４取組の方向・関 ○ マンパワー強化の取組について、各 □ 計画において、食育活動の核となる
係者の役割に関 団体の人的資源を確保するとともに、 人材を育成し、その活動を支援するこ
すること 京都府独自に人材育成のための食育養 ととしています。
（続き） 成講座を開催し、府民が関心を持って なお、食育養成講座は、具体的取組

すすめられるようにしてほしい。 の中で検討したいと考えています。

○ 地域の責任で、惜しみなく、子ども □ 府内産野菜を年１回以上給食に利用
たちの給食に地元の旬を取り入れてほ する小・中学校の割合を、１００パー
しい。 セントにすることとしていますが、利

用回数の増加等、取組の推進を検討し
ます。

○ 取組の中に『 安全・安心」を選ぶ □ 御意見を踏まえ、計画に記載しまし「
力をつける』を付記してほしい。 た。

○ 食品業界との連携や添加物について □ 関係者、関係機関による食育ネット
の啓発も行う必要がある。 ワークを食品業界も含めて構築し、連

携を図ることとしています。
食品添加物も含め、食品に関する知
識の啓発を進めることとしています。

○ 市町村がどのような計画を立てれば □ 市町村説明会を開催し、府の考え方
よいのかという観点でみると、推進の を説明したところであり、引き続き情
方向性が明確でない。 報提供に努めます。

○ 重要なことや必要なことが何かは分 □ 計画は、京都府内での食育推進の方
かるが、具体的に誰が何に取り組むの 向性と全体像を示すものであり、府が
かわからない。 実施する施策は、毎年度の予算等に基

づき具体化することとしています。
なお、御意見も踏まえ、計画の記載
方法等を工夫しました。

５ライフステージ ○ 壮年前期で、市町村や職場が行う健
ごとの取組に関 診や食育教室に積極的に参加すること
すること が必要との記載はもっともである。

○ ゆりかごの時期から取組を行うに □ 妊娠期から食育の取組を進めること
は、親に知識・技術を持ってもらうこ が大切と考えています。
とが必要。特に、妊娠期には、今以上 このため、市町村や関係団体と連携
に人と予算をつけて府が広域行政とし し、定期検診や母親（父親）教室、乳
て積極的に取り組むことが重要で、少 幼児検診などにおける取組を工夫して
ない予算であればこそ、この時期に集 進めたいと考えています。
中すべき。少子化対策予算とも連携し 御意見の趣旨も踏まえ、具体的な取
て、将来の食育地域実践リーダーの養 組について、さらに検討してまいりま
成も念頭に入れて取り組んで行くとい す。
う強い意志が伝わる計画にされたい。

○ 学校での食の教育を充実し、その内 □ 保護者も参加できるような食育の取
容が子供を通じて家庭（親）に還流す 組を積極的に取り入れるなど、学校に
るような取組を期待したい。 おける食育をさらに充実することによ

、 。り 家庭への啓発に努めてまいります

○ 「大学生の食育はどうあるべきか」 □ 御意見も踏まえ、具体的な取組の中
の研究・実践を交流しあう場所が欲し で検討します。
い。

○ 青年期の取組とサポート体制が、計 □ 御意見を踏まえ、社会的サポートに
画では、やや抽象的になっている。 よる健康管理の必要性を追加しまし

た。

○ 計画推進のための取組をより具体化 □ 御意見も踏まえ、具体的な取組の中
し、各ステージごとに食育プログラム で検討します。
を作成、食育推進のツール作りを進め
てほしい。
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５ライフステージ ○ ライフステージにおいての取組で
ごとの取組に関 は、私ども大学生協・地域生協・職域
すること 生協それぞれが取組をすすめると同時
（続き） に、共同・連携の可能性を追求してい

きたい。

６計画推進のため ○ 朝食をほぼ食べない児童など、その □ 御意見の趣旨を踏まえ、具体的な取
の取組に関する 原因を把握した上で施策を進める必要 組の中で検討します。
こと がある。

○ 学校現場での食育はイベント的なも □ 御意見の趣旨も踏まえ、食育の指導
のではなく、学校のカリキュラムに組 計画を策定・実施する公立学校を
み込んだり、普段の生活の中で行える 100％にする数値目標を設定しまし
内容にするといった工夫が必要。 た。

関連教科や特別活動等、各教科・領
域にわたって、学校教育活動全体で組
織的・計画的に食育を推進していきま
す。

○ 海外の原産地から来て身近なものと □ 具体的な取組の中で、御意見の趣旨
なっている野菜が多い。野菜を通じて を踏まえ検討してまいります。
自分たちが海外の国とつながっている
ことを理解することも、取組の中に入
れていく必要がある （野菜は世界の。
文化遺産）

○ 食育アドバイザーとして活動してい □ 関係者、関係機関による食育ネット
る食生活改善推進員とのネットワーク ワークを構築し、連携して取組を進め
の構築と支援をお願いする。 たいと考えています。

○ 食育と食の安心・安全をコラボレー □ 食育に関する情報提供を行うことと
トし 「食に関するリーフレット」を しており、その中で具体的な取組を検、
作成し、広報することで相乗効果を得 討します。
られる。

○ 栄養教諭や保育士、保健師など食育 □ 御意見を踏まえ、人材育成・マンパ
に関わる職業を志す学生が、実際に現 ワー強化の取組に、食育に関わる職業
場で食育を行うことで、人材育成、世 を志す学生を活用した取組を追加しま
代間交流の面で高い効果が期待でき した。
る。

○ 京都府内産で安全でおいしい伝統食 □ 府内産の食材や伝統食等の学校給食
を給食に増やしてほしい。 への導入は年々増加しており、こうし

た取組がさらに広がるよう、引き続き
学校給食の充実に努めてまいります。

○ 学校給食には、できる限り地場産の □ 地場産物を給食に取り入れる例が年
食物、特に主食となる米や小麦は安全 々増加しており、引き続き学校給食の
な食物を使ってほしい。 充実に努めてまいります。

□ 米や小麦は、財団法人京都府学校給
食会を通じて、残留農薬検査等を実施
しており、引き続き衛生管理の徹底に
努めてまいります。

６計画推進のため ○ 給食に専門の調理師さんを置くこと □ 食に関する学校と親のコミュニケー
の取組に関する で学校と親のコミュニケーションが、 ションは、栄養教諭の重要な役割の１
こと 食や健康を通じてもできるようにな つと位置付け、栄養教諭の配置を促進

（続き） る。 し、その専門性を生かしながら、学校
教育活動全体で食育を進めることによ
り、学校と家庭とのコミュニケーショ
ンを深めてまいります。
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６計画推進のため ○ 給食は体にいい安全なものを使って □ 御意見を参考にして市町村と食育推
の取組に関する 欲しいし、食器もアルマイトなどでは 進の連携を図ってまいります。
こと なく、強化磁器を使用して食事を楽し
（続き） くするものにしてほしい。

○ 学校給食は、地場産をできるだけ取
り入れられるように小さい単位で給食
食材の供給をしてほしい。

○ 中学校でも給食を実施してほしい。 □ 中学校給食の実施については、設置
○ 自校での中学校給食を実施してほし 者である市町村で判断されており、府
い。 の計画での検討は困難です。

○ 中学校の給食を府の制度で確立して □ 食育計画や取組においては、検討で
ほしい。 きません。

○ 小学校の遠足などに、観光農園など □ 小学校では遠足の他、生活科や総合
をもっと使うべき。 的な学習の時間で体験学習が積極的に

取り入れられ、地域の農園を活用する
学校も増加していますので、御意見を
参考にして、市町村と食育推進の連携
を図ってまいります。

○ 自給率を上げるため、農民が作った □ 御提案の内容は、平成２２年度まで
ら作っただけ買い上げられるようお願 の食育計画における内容としては、そ
いする。 ぐわないと考えています。

○ 「食育」をキャンペーンとして、予 □ 国の取組とも連携しながら、広範囲
算を沢山盛り込んで推進してほしい。 に広がるよう工夫して推進していきま

す。

７目標に関するこ ○ 計画推進のための取組と成果目標と □ 御意見を踏まえ、記載方法を工夫し
と の関係でよくわからない部分がある。 ました。

なお、数値測定可能なものを中心に
成果目標を設定しており、全ての取組
について数値目標を掲げたものではあ
りません。
また、目標数値の達成を目的とする
のではなく、取組の推進効果の指標と
して活用していくこととしています。

○ 朝食摂取率については、小学生だけ □ この計画では、成長段階にある小学
でなく、中・高校生、大学生も対象に 生について成果目標を掲げましたが、
してはどうか。 今後、御意見の趣旨を踏まえ、具体的

取組のなかで検討してまいります。

○ バランスのとれた食生活を送ってい □ 栄養バランスのとれた食生活を実践
るかどうかの目標設定が必要。 できるよう取組を進めることは、この

計画の趣旨の１つですが、達成度を数
値で測定することは、困難と考えてい
ます。

○ 学校での栄養教諭の育成・配置につ □ 栄養教諭の配置の促進及び資質の向
いて、目標設定が必要。 上を計画に記載しており、積極的に推

進してまいりますが、配置の数値目標
の設定は困難です。

８推進体制と計画 ○ 食育に関する「情報交流」を活発に □ 食育に関する情報提供を行うことと
の進行管理に関 してほしい。 しており、その中で具体的な取組を検
すること 府ホームページに「食育推進」のサ 討します。

イトを設置してほしい。
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８推進体制と計画 ○ 「食育ネットワーク」を形成し、食 □ 関係者、関係機関による食育ネット
の進行管理に関 育に関する「活動交流」を活発にする ワークを構築し、連携した取組を推進
すること ことが重要であり、そのような「場」 したいと考えています。
（続き） をもってほしい。

○ ネットワークを推進する組織として □ 様々な食育の関係者が集い、各々の
「協議会」を設置することに賛成。多 特性を活かしながら、府民運動として
くの団体が加入し、息の長い取組にし 食育を推進することとしています。
ていく必要がある。

○ 「コーディネーター（調整役）を明 □ わかりやすいようイメージ図を追加
確にし、関係者が連携」となっている しました。
が、関係機関が広範囲にまたがってお 具体的内容は、今後の取組の中で検
り、要項等を示してもらわないと市町 討します。
村での推進が困難。

○ 京都府における推進体制では 「プ □ プロジェクトは専任担当も配置され、
ロジェクト」と併せて、食育推進を担 ています。各部局と連携して食育の取
う専任の部局を配置し、計画の進捗状 組を推進していきます。
況を把握、遂行してほしい。

９その他 ○ きょうと健康長寿日本一プラン 中 □ 府の関連計画と連携・調和を図りな「 （
間案 」と重複することによるムダや がら、総合的な府民運動として食育を）
無理がないよう十分な打ち合わせが必 推進します。
要。

、 。○ 各分野での推進計画については、具 □ 御意見を踏まえ 取組を推進します
体的な細かい計画はもっと現場に任せ
た方がよい。下からの意見を汲み上げ
る努力をさらにして欲しい。

○ 調査活動や教育プログラムの開発な □ 御意見を踏まえ、具体的な取組の中
ど大学や研究等との連携が必要。 で検討します。

○ 市町村との連携も重要。 □ 市町村はもちろん、関係者、関係機
関による食育ネットワークを構築し、
連携した取組を推進したいと考えてい
ます。

○ 食育活動を応援するための、国の助 □ 御意見を踏まえ、具体的な取組の中
成紹介や府独自の措置があってもよ で検討します。
い。
○ ボランティア等を無償でと思われる
のであれば、この計画は無理。

○ 食を通じて子ども達と自分の体のこ
と、農業のことなど話し合っていくの
はとても大切。

○ 子ども達は、野菜の形や一匹丸ごと
の魚を見て育ったので、料理、おさし
みづくりをする。これぞ食育と思う。


